
１　施設の概要

２　指定管理者の業務

３　施設の管理体制

名 名 名 名

４　施設の利用状況
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施設所管課 にぎわいづくり課 【連絡先】 088-621-2148
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平成5年10月20日

活力ある地域づくりの拠点として，人，もの，情報等の交流を促進し，本県産業の発展と観光等の振興に寄与することを目的とする

多目的ホール，会議室，特別室，多目的広場，駐車場

施設毎の利用料，駐車場利用料，冷暖房使用料等

毎月第３火曜日

設置年月日

設置目的

令和元年度　指定管理者運営状況点検・評価シート

指定管理者名 (一財)徳島県観光協会 指定期間 平成28年4月1日～令和3年3月31日

対象施設名 徳島県立産業観光交流センター 施設所在地

施設内容

利用料金等

・施設の運営
・利用促進業務
・施設維持管理業務
・利用許可に関する業務
・利用料金に関する業務

指定管理者の業務内容

開館日・休館日等

館長（１名）：館の運営業務統括
総務課（４名）：総務業務の統括，予算・決算業等総務業務
事業企画課（７名）：施設運営業務の統括，誘致，予約受付・審査，自主事業，主催者・関係機関
との調整
施設管理課（１名）：施設管理業務，管理受託者との調整

※総務課は，（一財）徳島県観光協会総務が本務。
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５　収支の状況

６　コスト削減・サービス向上に関する取組状況

７　自主事業の取組状況

1,650

292,840
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288,410指定管理料

（単位：千円）
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事業費
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人件費

事業収入

その他

管理運営費

コスト削減の取組

・一般競争入札による電力調達の実施。
・LED照明などの省電力タイプ機器の導入
・冷暖房の適正温度の設定（クールビズ），不要箇所の消灯。
・緑のカーテンなど日光の遮蔽による冷房負荷の軽減。
・採光による室内照明の間引き。
・空調フィルターの定期的な清掃及び効率的な交換。
・節水の徹底及び雨水タンクの有効利用。

サービス向上の取組

・予約システムに，多目的ホール及び会議室の最新予約状況を掲載し，効率的な予約管理に努めて
いる。
・大規模催事の開催には，協会職員の巡回及びゲートに警備員を配置し，交通整理や料金徴収を
行った。
・ツイッターによるイベント時の「駐車場利用状況」をリアルタイムで随時情報発信した。
・幹線道路の交通表示装置での渋滞情報や，新聞を利用して公共交通機関の利用を呼びかけるとと
もに，路線バスの増便を依頼し，周辺の渋滞緩和策を図った。
・近隣の方に散歩コースとして安全に利用していただくために，屋外照明の点灯を継続して実施し
た。
・多目的ホールの搬入搬出作業が深夜に及ぶときは，搬入口の扉を閉めるなどの遮音対策を講じて
いる。

収支

その他

計

支
出
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自主事業取組状況

・今年度も，「はな・はるフェスタ」及び「夏の阿波おどり」直前に，多目的ホールの空き日を阿
波おどり団体の練習場所として合計１３日間提供し，練習風景を一般客に観覧いただき，にぎわい
の創出やおもてなしの向上に努めた。
・ふれあい広場は，県や市町村等と連携して各地域のタイムリーな話題と観光情報を提供する場と
しており，今年度もパネル展等を開催し，その情報発信拠点として活用した。
・徳島ヴォルティスの再度Ｊ１昇格を願い，アウェイ戦のパブリックビューイングを多目的ホール
の空き日を利用して開催した。
・クールビズやウォームビズ対応に取り組んだほか，昨今の電力事情を勘案し，照明の間引きや空
調の効率運転を徹底することにより，省エネに努めた。
・eスポーツなどの時代のニーズに沿った，効果的な自主事業を行っている。
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８　管理運営業務に係る点検・評価

②自主事業
　・計画した自主事業の実施

Ａ

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果

①利用者ニーズの把握・分析と利用促進
　・利用者ニーズの把握
　・利用者ニーズへの対応
　・施設の利用促進

　財団の基幹事業である観光振興や現在の施設管理を通じ
た各種団体との効果的な連携がなされている。

⑨安全管理
　・安全管理体制，事故防止体制
　・災害等発生時の対応体制
　・マニュアルの整備，職員教育
　・個人情報保護への適正対応

Ａ

Ａ

Ａ

　専門業者により，適正に施設の保守管理・メンテナンス
等を行っている。
　また職員による日常設備点検により，修繕が必要となっ
た箇所は，協議を行った上で，早急に対応し，事故等の発
生を防いでいる。
　施設備品についても，老朽化等により使用不可となった
ものには早急な対応を行っている。

④収支計画
　・収支計画の達成状況
　・コスト削減の状況
　・外部委託の状況 Ａ

　新型コロナウイルスの影響により，例年より収支状況は
落ち込んでいるが，１１か月（令和２年３月を除く）で見
ると，例年と変わりはない。
　外部委託の複数年契約等によるコスト削減や，可能な業
務は競争入札や数社見積を行うことにより，経費削減に努
めている。（電力会社の変更など）

　台風発生時や事故発生時等の緊急時マニュアルの作成,緊
急連絡体制及び初動体制を整備し，職員への周知を行い，
事故等の際には，早急な対応・連絡を行っている。

⑧地域との連携
　・地元団体等との連携

Ａ

　利用者及び主催者へのアンケートや直接ヒアリングの実
施等ニーズの把握にも努めるとともに，利用者のニーズに
対応し，柔軟な運営（供用時間の変更）や案内表示の充実
等に努めている。
　新型コロナウイルスの影響により積極的な営業活動やイ
ベント誘致活動は難しい状況となっている。

　年度当初に提出された業務計画書に基づき，自主事業を
実施している。
　また，継続事業について内容の充実なども検討してい
る。

③適正な維持管理
　・施設の保守管理・修繕
　・年間作業計画に基づく適正な維持管理
　・県備品等の適正な管理

⑤管理運営体制等
　・管理運営業務計画書
　・職員の配置，研修計画
　・諸規程の整備
　・利用料金の徴収，減免
　・モニタリングの実施状況

Ａ

　年度毎の業務計画書，管理体制等について，年度当初に
提出があり，管理責任者の配置，研修計画，セルフモニタ
リングの実施（月次報告書で確認）等，記載どおり実施さ
れている。

⑥職員体制
　・職員の労働条件

　職員の労働条件について，事業計画書に記載した内容ど
おり確保されている。

⑦地域への貢献
　・地元雇用の状況
　・地元企業への業務委託

Ａ
　職員全員が地元出身である。
　技術的な制約がある場合を除き，外部委託業務について
は，県内業者への受注に努めている。

Ａ



〈評価指標〉 Ｓ：協定書の内容や目標を上回る成果があり，優れた管理運営が行われている。
Ａ：概ね協定書の内容どおりの成果があり，適正な管理が行われている。
Ｂ：協定書の内容や目標を下回る項目があり，さらなる工夫や努力が求められる。
Ｃ：管理運営が適正に行われたとは認められず，改善を要する。

※　項目については，事業計画書と整合性をはかる。

９　その他（今後の課題及び対応等）

　今後とも，稼働率及び利用料収入を増加させるため，施設利用促進に繋がる誘致活動を継続して取り組む必要がある。
　また，開館以来２６年以上が経過し，施設及び設備の老朽化が顕著となっており，指定管理者と連携を密にして計画的
な修繕を行っていく必要がある。

⑪その他
　・関係法令の遵守状況
　・情報公開請求への対応体制

Ａ
　関係法令を遵守し，徳島県情報公開条例に基づく情報公
開に関する規程を設置している。

総合評価 Ａ

　アンケート実施による利用者ニーズの把握や，サービス
向上，コスト削減への取組に努めている。
　積極的な営業活動等により，利用日数・収入ともに前年
度を上回る成果があり，優れた管理運営を行っていること
が確認できた。

⑩環境への配慮
　・環境対策の状況

Ａ

・LED照明などの省電力タイプ機器の導入
・冷暖房の適正温度の設定（クールビズ），不要箇所の消灯。
・緑のカーテンなど日光の遮蔽による冷房負荷の軽減。
・採光による室内照明の間引き。
・空調フィルターの定期的な清掃及び効率的な交換。
・節水の徹底及び雨水タンクの有効利用。
・当協会職員参加によるアスティとくしまの清掃を定期的に実施。

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果


